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九
月
十
五
日
に
大
飯
原
発
三
、
四
号
機
が
止

ま
っ
て
か
ら
、
稼
働
原
発
は
ゼ
ロ
と
な
り
、
来
年

三
月
ま
で
再
稼
働
の
予
定
は
な
い
。
「
電
力
不
足

解
消
の
た
め
」
と
い
う
こ
じ
つ
け
が
、
ま
っ
た
く

の
ウ
ソ
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
わ
け
だ

が
、
同
時
に
、
3
・
1
1
か
ら
千
日
日
を
迎
え
る
十

二
月
三
日
を
、
稼
働
原
発
ゼ
ロ
で
迎
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

一
方
で
、
安
倍
政
権
は
特
定
秘
密
保
護
法
案
の

成
立
に
躍
起
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
原
発
に

関
す
る
不
都
合
な
情
報
を
国
家
機
密
扱
い
に
し
て
、

再
稼
働
と
輸
出
を
加
速
さ
せ
た
い
、
と
い
う
狙
い

も
あ
る
の
だ
ろ
う
。

安
部
首
相
は
「
世
界
一
安
全
な
原
発
」
を
売
り

文
句
に
、
今
年
一
月
の
ベ
ト
ナ
ム
を
皮
切
り
に
、

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
、
ロ
シ

ア
、
ト
ル
コ
な
ど
を
、
原
発
メ
ー
カ
ー
の
役
員
を

引
き
連
れ
て
訪
問
し
、
原
発
摘
出
に
邁
進
し
て
い

る
。
さ
ら
に
東
欧
や
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
で
も
原
子
力

分
野
で
の
協
力
を
行
な
う
と
発
表
し
た
。
こ
う
し

た
動
き
は
海
外
で
、
ど
う
受
け
取
ら
れ
て
い
る
の

か。

「
世
界
に
は
四
百
基
の
原
発
が
あ
る
」
と
は
、
よ

く
言
わ
れ
る
こ
と
だ
が
、
こ
れ
は
ク
稼
働
中
の
原

発
〟
の
数
四
二
九
基
を
四
捨
五
入
し
た
数
字
で
、

廃
炉
解
体
中
の
原
発
や
運
転
停
止
と
な
っ
て
い
る

も
の
を
含
め
る
と
五
〇
〇
基
を
優
に
越
え
る
原
発

が
存
在
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
建
設
予
定
の
原

発
は
七
六
あ
り
、
も
し
そ
れ
ら
が
す
べ
て
新
設
さ

れ
た
ら
、
地
球
上
の
原
発
は
六
〇
〇
基
を
越
え
る

こ
と
に
な
る
。

廃
炉
中
の
原
発
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
や
ス

リ
ー
マ
イ
ル
、
フ
ク
シ
マ
を
含
め
て
四
三
基
。
ほ

と
ん
ど
の
原
発
は
将
来
の
廃
棄
物
の
処
分
場
も
決

め
ら
れ
ず
、
先
行
き
の
見
え
な
い
ま
ま
稼
働
さ
れ

て
き
た
。
い
ま
計
画
さ
れ
て
い
る
原
発
輸
出
は
、

す
で
に
飽
和
状
態
に
な
っ
た
北
半
球
、
ア
メ
リ
カ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
日
本
な
ど
先
進
国
か
ら
、
経
済
的

に
発
展
途
上
だ
と
い
わ
れ
て
き
た
南
米
、
ア
ジ
ア
、

中
東
に
、
新
た
に
原
発
を
売
り
こ
も
う
と
い
う
シ

ナ
リ
オ
だ
。

東
芝
と
日
立
の
炉
、
三
菱
の
タ
ー
ビ
ン
を
使
い
、

「
日
の
丸
原
発
」
と
呼
ば
れ
る
台
湾
の
「
第
四
原

発
」
　
は
、
そ
の
建
設
中
止
の
是
非
を
巡
っ
て
台
湾

の
国
会
（
立
法
院
）
　
で
与
野
党
の
議
員
が
殴
り
合

い
に
な
る
ほ
ど
、
強
烈
な
反
対
連
動
が
繰
り
広
げ

ら
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
台
湾
の
脱
原
発
運
動

に
火
を
つ
け
た
の
は
、
福
島
第
一
原
発
事
故
だ
。

台
湾
は
六
基
の
原
発
を
所
有
、
稼
働
さ
せ
て
お
り
、

第
四
原
発
は
完
成
す
れ
ば
七
、
八
基
日
の
原
発
と

な
る
。建

設
中
止
を
求
め
る
国
民
の
声
に
答
え
る
形
で
、

第
四
原
発
の
建
設
中
止
の
是
非
を
問
う
国
民
投
票

を
行
な
う
と
い
う
議
案
が
与
党
国
民
党
か
ら
提
案

さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
内
容
は
「
投
票
率
五
〇
％

以
下
で
あ
れ
ば
無
効
」
、
イ
ェ
ス
か
ノ
ー
か
で
答
え

づ
ら
い
よ
う
に
　
「
質
問
は
『
工
事
を
し
な
い
方
が

い
い
と
思
い
ま
す
か
？
』
と
す
る
」
　
と
制
限
、
歪

曲
さ
れ
て
い
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
国
民
が
漁
乱
し
、

そ
の
声
が
反
映
さ
れ
な
い
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

九
月
二
十
七
日
、
事
実
上
、
国
民
投
票
案
は
凍

結
さ
れ
、
立
法
院
で
は
　
「
安
全
審
査
を
終
え
て
か

ら
改
め
て
審
議
す
る
」
　
と
結
論
づ
け
ら
れ
た
。
今

後
、
安
全
審
査
を
い
つ
行
な
う
の
か
具
体
的
な
日

程
は
出
さ
れ
て
は
い
な
い
。
と
り
あ
え
ず
休
戦
、

と
い
う
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。

一
九
九
九
年
か
ら
工
事
が
ス
タ
ー
ト
し
、
ほ
ぼ

完
成
し
て
い
た
第
四
原
発
だ
っ
た
が
、
二
〇
一
〇

年
三
月
、
試
験
運
転
中
に
一
号
基
中
央
制
御
室
で

火
災
が
起
き
、
ほ
ぼ
全
焼
す
る
と
い
う
大
事
故
を

起
こ
し
て
い
る
。
幸
い
、
ま
だ
ウ
ラ
ン
が
入
っ
て

い
な
か
っ
た
た
め
大
惨
事
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、

燃
料
が
入
っ
て
い
た
ら
、
電
源
喪
失
に
よ
る
メ
ル

ト
ダ
ウ
ン
は
確
実
だ
っ
た
。

台
湾
は
親
日
国
と
し
て
知
ら
れ
、
東
日
本
大
震

災
の
際
も
、
三
〇
億
円
と
い
う
高
額
な
義
援
金
を

送
っ
て
く
れ
た
恩
義
も
あ
る
。
た
だ
で
さ
え
フ
ク

シ
マ
か
ら
太
平
洋
に
大
量
の
汚
染
水
を
流
し
て
い

る
の
に
、
日
本
製
の
原
発
が
も
し
大
事
故
を
起
こ

し
て
し
ま
っ
た
ら
、
申
し
訳
な
い
で
は
す
ま
さ
れ

ない。こ
れ
ら
の
事
故
の
背
景
に
は
、
メ
ー
カ
ー
の
無

責
任
な
体
質
を
許
し
て
し
ま
っ
た
日
本
の
チ
ェ
ッ

ク
の
揺
さ
が
あ
る
。
毎
日
新
聞
（
十
月
十
四
目
付
）

に
よ
る
と
、
原
発
関
連
機
器
の
輸
出
を
巡
り
、
二

〇
一
二
年
ま
で
の
十
年
間
に
輸
出
さ
れ
た
二
十
三

カ
国
・
地
域
へ
の
約
一
二
四
八
億
円
分
の
機
器
の

う
ち
、
少
な
く
と
も
約
四
割
の
約
五
二
億
円
分

は
、
機
器
の
品
質
な
ど
を
調
べ
る
国
の
手
続
き
を

経
て
い
な
い
の
だ
。

同
様
の
、
安
全
審
査
を
行
な
っ
て
い
な
い
輸
出

先
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
台
帝
な
ど

十
八
カ
国
・
地
域
に
及
び
、
日
丘
、
東
芝
、
三
菱

な
ど
が
輸
出
し
た
原
子
炉
圧
力
容
器
や
そ
の
上
ぶ

た
、
出
力
を
調
聴
す
る
制
御
棒
駆
動
装
置
と
い
っ

た
重
要
な
部
品
も
含
ま
れ
て
い
た
。
中
国
、
米
国
、

フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
安

全
検
査
が
行
な
わ
れ
た
が
、
内
容
に
つ
い
て
は
経

済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
か
ら
出
さ
れ
た
資

料
の
は
せ
ん
ど
が
黒
塗
り
で
、
五
カ
国
に
つ
い
て

も
す
べ
て
の
部
品
が
検
査
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
わ

か
ら
な
い
。
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こ
の
第
四
原
発
の
問
題
も
含
め
、
事
故
が
起
き

た
際
に
原
発
メ
ー
カ
ー
の
責
任
を
追
及
す
る
　
「
原

発
メ
ー
カ
ー
訴
訟
」
が
十
一
月
十
一
日
か
ら
始
ま

る
。
「
原
発
メ
ー
カ
ー
訴
訟
」
と
は
、
「
一
国
だ
け

で
の
脱
原
発
は
あ
り
え
な
い
！
」
　
と
イ
ン
ド
や

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
、
各
国
の
原
発
勢

力
と
繋
が
っ
て
い
こ
う
と
い
う
N
N
N
A
　
（
N
O

Z
F
k
n
∽
A
㌢
A
c
t
l
昌
）
　
の
日
本
部
門
が
主
体
と
な
っ

て
行
な
う
訴
訟
だ
。

い
っ
た
い
ど
ん
な
裁
判
な
の
か
。
「
原
発
メ
ー

カ
ー
訴
訟
の
会
」
事
務
局
の
大
久
保
徹
夫
さ
ん
に

開
い
た
。

「
こ
の
訴
訟
は
世
界
か
ら
一
万
人
の
原
告
を
集
め
、

『
福
島
原
発
の
事
故
映
像
を
見
せ
ら
れ
た
な
ど
し

、
り
‥
．
ぎ
　
里

て
楷
神
的
な
苦
痛
を
味
わ
っ
た
』
原
告
が
賠
償
金

百
円
を
求
め
る
と
い
う
手
法
で
、
G
E
、
日
立
、

東
芝
な
ど
に
着
任
を
闘
う
裁
判
で
す
。
い
ま
ま
で

原
発
メ
ー
カ
ー
は
事
故
を
起
こ
し
て
も
メ
ー
カ
ー

の
責
任
を
問
わ
れ
な
い
　
『
原
子
力
賠
償
法
（
鹿
賠

法
）
』
　
に
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
『
脱
胎
法
』
が
あ

る
か
ら
事
故
が
起
き
で
も
原
子
力
事
業
社
　
（
フ
ク

シ
マ
の
場
合
は
乗
艦
）
　
だ
け
が
蓑
任
を
負
い
、
原
発

メ
ー
カ
ー
は
資
任
を
問
わ
れ
な
い
の
で
す
。
こ
の

『
原
賠
法
』
は
、
輸
出
国
の
求
め
に
応
じ
た
か
た

ち
で
、
原
発
の
あ
る
多
く
の
国
々
に
存
在
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
が
リ
ス
ク
を
考
え
な
い
原
発
ビ
ジ
ネ

ス
が
は
び
こ
る
原
因
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
も

と
も
と
、
原
発
の
被
害
は
一
国
内
で
と
ど
ま
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
す
で
に
玄
海
原
発
の
訴
訟

で
は
、
韓
国
人
の
方
も
原
告
と
し
て
参
加
し
て
い

ま
す
」

（
「
原
発
メ
ー
カ
ー
訴
訟
の
会
」
H
P
を
ぜ
ひ
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。
h
コ
P
‥
、
、
n
ヨ
1
↓
ヱ
u
S
T
S
岳
、
m
巴
完
r
S
。
S
F
、
）

韓
国
で
も
動
き
が
あ
っ
た
。
先
の
毎
日
新
聞
の

報
道
を
受
け
、
未
来
創
造
科
学
放
送
通
信
委
員
会

の
樫
載
千
（
チ
ェ
∴
ン
ユ
チ
ョ
ン
）
議
員
（
民
主
党
）

が
韓
国
の
国
会
で
　
「
韓
国
が
輸
入
し
た
部
品
も
安

全
性
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
」
　
と
追
及
し
た
の
だ
。

韓
国
で
は
〇
四
年
以
降
、
日
立
製
作
所
、
東
芝
、

三
菱
屯
工
業
と
計
九
件
の
契
約
を
結
び
、
六
九
九

億
二
七
〇
〇
万
ウ
ォ
ン
　
（
約
六
五
億
円
）
　
の
原
発
部

品
を
輸
入
し
て
い
る
。
樫
議
員
は
原
発
を
運
営
す

る
韓
国
水
力
原
子
力
（
韓
水
原
）
　
に
対
し
、
品
質

確
認
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
な
ど
を
立
証
す
る
畜
類

を
提
出
す
る
よ
う
求
め
た
が
、
韓
水
原
は
提
出
し

な
か
っ
た
と
い
う
。

厳
し
い
追
及
の
日
は
、
韓
同
国
内
に
あ
る
原
発

メ
ー
カ
ー
へ
も
向
け
ら
れ
て
い
る
。
韓
国
政
府
は

過
去
十
年
間
の
原
発
部
品
の
性
能
証
明
書
二
四
万

件
の
う
ち
二
二
八
七
件
に
偽
装
が
確
認
さ
れ
た
と

発
表
し
て
お
り
、
検
察
は
書
類
偽
造
や
部
品
納
入

を
め
ぐ
る
金
品
授
受
な
ど
の
不
慮
で
、
原
発
の
運

営
会
社
や
納
入
業
者
、
検
査
機
問
の
関
係
者
ら
計

百
人
を
起
訴
し
て
い
る
の
だ
。
原
発
関
係
者
が
起

訴
さ
れ
る
の
は
、
同
国
史
上
、
初
め
て
だ
と
い
う

現
在
、
韓
国
に
は
二
三
基
の
原
発
の
う
ち
、
五

基
が
定
期
検
査
中
、
一
七
基
が
稼
働
し
、
三
六
％

の
電
力
を
原
発
に
依
存
し
て
お
り
、
今
後
一
一
基

の
新
規
原
発
の
建
設
計
画
が
あ
る
。
日
本
の
六
ヶ

所
（
骨
森
）
　
の
よ
う
な
再
処
理
は
ア
メ
リ
カ
と
の

原
子
力
協
定
に
よ
り
許
可
さ
れ
て
い
な
い
。
李
明

博
前
政
権
の
時
代
に
は
四
一
％
を
目
指
し
て
い
た

が
、
現
在
の
朴
模
恵
政
権
が
編
成
し
た
官
民
合
同

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
二
二
～
二
九
％
に
下
方
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修
正
し
た
。
電
力
料
金
の
急
激
な
値
上
げ
が
心
配

さ
れ
る
、
が
、
国
内
に
沸
き
上
が
る
、
安
全
を
求
め

る
市
民
の
声
を
無
視
で
き
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

十
月
初
旬
、
玄
海
原
発
な
ど
を
視
察
し
た
韓
国

の
脱
原
発
市
民
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
に
開
く
と
、

自
国
の
梯
子
を
こ
う
話
し
た
。

「
韓
国
で
は
フ
ク
シ
マ
の
事
故
後
、
放
射
能
汚
染

を
恐
れ
、
日
本
の
海
産
物
は
ほ
と
ん
ど
売
れ
な
い
。

ま
た
韓
国
の
国
産
の
海
産
物
も
、
値
下
げ
し
て
も

売
れ
な
い
状
況
だ
。
そ
れ
な
の
に
日
本
で
は
、
ど

こ
に
行
っ
て
も
産
地
の
わ
か
ら
な
い
海
産
物
が
出

さ
れ
る
。
日
本
人
は
　
『
汚
染
さ
れ
た
も
の
を
食
べ

た
く
な
い
』
と
、
声
を
大
に
し
て
言
う
べ
き
だ
。

そ
し
て
、
被
曝
の
被
害
や
事
故
の
加
害
者
の
安
住

を
追
及
す
る
こ
と
が
、
本
当
の
脱
原
発
に
繋
が
る

の
で
は
な
い
か
」

原
発
事
故
以
降
、
メ
ー
カ
ー
は
お
ろ
か
東
京
電

力
幹
部
の
一
人
も
牢
屋
に
入
っ
て
な
い
日
本
。
彼

の
ア
ド
バ
イ
ス
は
菓
重
な
も
の
だ
ろ
う
。

先
に
苦
い
た
よ
う
に
、
原
発
輸
出
に
つ
き
も
の

の
原
賠
法
が
適
用
さ
れ
な
い
国
も
あ
る
。
現
在
、

二
〇
基
の
原
発
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
五
基
の
新
設

予
定
が
あ
る
イ
ン
ド
だ
。

「
イ
ン
ド
へ
の
原
発
輸
出
は
、
日
本
側
に
と
っ
て

も
、
大
き
な
リ
ス
ク
に
な
り
ま
す
。
事
故
が
起
き

れ
ば
原
発
メ
ー
カ
ー
の
責
任
が
問
わ
れ
、
被
害
賠

償
を
要
求
さ
れ
ま
す
」

と
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
・
イ
ン
ド
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
担
当
の
カ
ル
ー
ナ
‥
フ
イ
ナ
氏
は
語
り
、
解
説

を
続
け
る
。

「
そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
一
九
八
四
年
に
起
き
た

『
ボ
パ
ー
ル
大
惨
事
』
で
す
。
米
科
学
企
業
ユ
ニ

オ
ン
カ
ー
バ
イ
ド
社
の
工
場
か
ら
有
毒
ガ
ス
が
流

れ
出
し
、
地
域
住
民
五
〇
万
人
以
上
が
被
害
を
受

け
、
約
一
万
五
千
人
が
死
亡
し
ま
し
た
。
同
事
故

を
通
じ
て
、
企
業
が
引
き
起
こ
し
た
汚
染
に
対
し
、

厳
し
い
貨
任
追
及
や
賠
償
を
求
め
る
世
論
が
イ
ン

ド
に
は
あ
る
の
で
す
」

イ
ン
ド
が
原
発
を
稼
働
し
て
か
ら
四
十
年
の
間

に
、
一
九
九
三
年
に
は
ナ
ロ
ー
ラ
原
発
で
火
災
や

浸
水
が
発
生
、
翌
九
四
年
に
は
建
設
中
の
カ
イ
ガ

原
発
で
、
格
納
容
器
を
形
成
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト

一
五
〇
ト
ン
が
高
さ
七
五
メ
ー
ト
ル
か
ら
崩
落
し
、

作
業
員
十
四
人
が
大
怪
我
に
見
舞
わ
れ
た
。
こ
う

し
て
何
度
も
起
き
た
過
酷
事
故
に
よ
っ
て
、
住
民

の
原
発
に
対
す
る
不
信
感
が
相
当
に
膨
ら
ん
だ
の

だ。

現
在
、
日
本
と
イ
ン
ド
の
問
で
原
子
力
協
定
の

交
渉
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
次
第
で
は
、
日

本
が
イ
ン
ド
に
原
発
を
輸
出
し
、
そ
の
原
発
が
事

故
を
起
こ
し
た
場
合
、
多
額
の
損
害
賠
償
を
求
め

ら
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
テ
ィ
ナ
氏
は
、
東
芝
の

株
主
総
会
会
場
前
で
原
発
輸
出
に
反
対
す
る
人
び

と
と
と
も
に
　
「
原
発
お
こ
と
わ
り
」
　
の
プ
ラ
カ
ー

ド
を
掲
げ
た
。

南
米
大
陸
で
は
四
基
の
原
発
が
稼
働
し
て
い
る
。

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
　
（
二
基
）
　
と
、
ブ
ラ
ジ
ル
　
（
二
基
）

だ。
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
現
在
、
三
基
目
の
原
発
の
建
設

が
行
わ
れ
で
い
る
。
も
と
も
と
ド
イ
ツ
と
の
原
子

力
協
定
を
元
に
遣
ら
れ
て
き
た
が
、
3
・
日
を
転

機
に
ド
イ
ツ
は
脱
原
発
に
舵
を
切
っ
た
。
当
然
、

ド
イ
ツ
国
内
で
原
発
輸
出
に
つ
い
て
異
論
が
高
ま

り
、
原
子
力
協
定
は
二
〇
一
五
年
に
終
結
す
る
こ

と
が
決
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
い
ま
、
そ
の
後
の
契

約
を
取
り
付
け
よ
う
と
日
本
が
躍
起
に
な
っ
て
い

る
の
だ
。

六
月
二
十
七
日
、
ブ
ラ
ジ
ル
大
統
領
が
訪
日
し

た
際
に
、
日
本
と
ブ
ラ
ジ
ル
の
問
で
原
子
力
協
定

に
関
す
る
基
本
合
意
が
結
ば
れ
る
と
報
道
が
あ
っ

た
。
し
か
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
国
内
で
F
I
F
A
の

サ
ッ
カ
ー
・
コ
ン
フ
ェ
デ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
カ
ッ
プ

「
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し

山

に
端
を
発
し
た
政
府
へ
の
抗
議
行
動
が
拡
大
し
、

来
日
は
急
遽
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
た
。

「
こ
の
と
き
、
日
本
か
ら
の
原
発
輸
入
に
反
対
す

べ
く
素
早
い
動
き
を
見
せ
た
の
が
、
世
界
社
会

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
創
始
者
の
一
人
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
で

長
く
脱
峠
発
の
運
動
を
行
な
っ
で
き
た
社
会
運
動

家
の
シ
コ
・
ウ
ィ
タ
ケ
ー
さ
ん
で
し
た
」

と
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
社
会
や
経
済
に
詳
し
く
、

ブ
ラ
ジ
ル
で
行
な
わ
れ
た
国
際
脱
原
発
会
議
に
も

参
加
し
た
、
オ
ル
タ
ー
・
ト
レ
ー
ド
・
ジ
ャ
パ
ン

政
策
室
室
長
の
印
鎗
智
哉
さ
ん
だ
。

「
フ
ク
シ
マ
を
解
決
で
き
な
い
ま
ま
、
ブ
ラ
ジ
ル

へ
の
原
発
輸
出
に
走
る
日
本
の
動
き
に
反
対
す
る

国
際
署
名
に
は
、
世
界
各
国
二
二
〇
団
体
か
ら
賛

同
が
集
ま
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
働
き
も
あ
っ
て

か
、
両
国
の
基
本
倉
意
は
ま
だ
締
結
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
し
か
し
気
は
抜
け
ま
せ
ん
。
年
内
に
も
日

本
と
ブ
ラ
ジ
ル
が
契
約
を
結
ぶ
可
能
性
が
あ
り
ま

す
」
　
（
前
岡
）

ブ
ラ
ジ
ル
で
は
原
子
力
へ
の
依
存
は
三
％
ほ
ど

電
力
の
七
割
を
水
力
発
電
で
ま
か
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
一
四
〇
近
く
の
ダ
ム
の
建
設
計
画
が
あ

る
。
こ
れ
ら
が
実
現
す
る
と
、
費
重
な
ア
マ
ゾ
ン

の
生
態
系
の
破
壊
が
懸
念
さ
れ
る
と
い
う
別
の
問

題
も
あ
る
。

し
か
し
、
「
こ
れ
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
国
際
資

本
の
利
益
の
た
め
も
の
で
す
」
と
印
鎗
さ
ん
は
指

摘
す
る
。

「
ダ
ム
の
ほ
か
、
日
本
を
含
む
外
交
資
本
は
ブ
ラ

ジ
ル
に
眠
っ
て
い
る
石
油
な
ど
の
地
下
資
源
の
開

発
に
乗
り
出
し
て
い
ま
す
。
外
資
が
利
益
を
宰
受

す
る
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
頼
る
の
で
は
な
く
、

現
在
、
膨
大
に
漏
電
し
て
い
る
ロ
ス
を
効
率
化
し
、

余
っ
て
い
る
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
搾
り
か
す
な
ど
の
バ

イ
オ
燃
料
を
活
用
す
る
べ
き
で
す
。
そ
れ
で
、
ブ

ラ
ジ
ル
国
内
で
使
用
す
る
寵
力
は
十
分
足
り
る
の

で
す
か
ら
」
　
（
前
回
）

ブ
ラ
ジ
ル
に
は
ウ
ラ
ン
鉱
山
が
あ
り
、
も
と
も

と
労
働
者
の
被
曝
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
ラ
テ

ン
ア
メ
リ
カ
最
大
の
露
天
堀
ウ
ラ
ン
鉱
山
で
あ
る

ブ
ラ
ジ
ル
の
カ
エ
チ
テ
で
は
、
頻
繁
に
放
射
能
汚

染
事
故
が
起
き
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
の
掘
削
開

始
以
来
、
事
故
が
ほ
ぼ
毎
年
起
き
て
お
り
、
】
二

年
に
は
一
〇
〇
キ
ロ
　
（
労
働
組
合
に
よ
る
と
四
〇
〇
キ

ロ
）
　
の
イ
エ
ロ
ー
ケ
ー
キ
　
（
ゥ
ラ
ン
鉱
石
か
ら
抽
出
し

た
粉
状
の
も
の
）
が
外
部
に
こ
ぼ
れ
た
と
い
う
。
ま

た
、
ウ
ラ
ン
が
溶
け
た
液
体
一
〇
万
リ
ッ
ト
ル
が

流
出
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
当
局
は
沈
黙
し
た
。

住
民
の
健
康
被
害
も
拭
い
で
い
る
。

◇

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
の
周
辺
国
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ

や

チ

ェ

コ

、

ハ

ン

ガ

リ

ー

で

は

チ

ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ
事
故
の
あ
と
も
原
発
が
稼
働
し
続
け
、
現
在
も

新
設
の
原
発
計
画
が
あ
る
。
健
康
被
害
が
起
き
で

も
、
臆
発
と
と
も
に
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
被
害
者
の
方
々
の
人
生
を
思
う

と
、
た
だ
た
だ
悲
し
い
。
い
ま
私
た
ち
日
本
人
も

同
じ
道
を
歩
む
の
か
、
尊
厳
を
取
り
戻
せ
る
か
ど

う
か
の
岐
路
に
立
っ
て
い
る
。

日
本
は
政
府
に
洗
脳
さ
れ
て
い
る
と
か
、
諸
外

国
に
比
べ
る
と
デ
モ
の
人
数
が
足
り
な
い
と
か
い

わ
れ
る
け
れ
ど
、
い
ま
、
稼
働
原
発
が
ゼ
ロ
だ
と

い
う
の
は
や
っ
ぱ
り
凄
い
こ
と
だ
。
周
辺
凶
を
見

て
も
、
稼
働
ゼ
ロ
の
先
進
国
は
な
い
。
ゼ
ロ
を

キ
ー
プ
し
て
も
経
済
的
に
成
り
立
つ
と
立
証
し
、

被
曝
の
も
た
ら
す
悲
し
み
を
世
界
の
人
び
と
と
共

有
す
る
こ
と
で
、
人
間
が
作
り
出
し
て
し
ま
っ
た

原
発
と
い
う
パ
ケ
モ
ノ
を
片
付
け
、
地
球
と
共
存

す
る
生
き
方
に
シ
フ
ト
す
る
の
が
、
日
本
人
と
し

て
の
ジ
ェ
ン
ト
ル
な
け
じ
め
の
付
け
方
な
ん
じ
ゃ

な
い
だ
ろ
う
か
。

お
知
ら
せ
／
三
年
ご
し
で
描
い
た
絵
本
「
げ
ん
は
く
と
げ
ん

ば
つ
」
　
（
子
ど
も
の
未
来
社
）
を
出
版
し
ま
し
た
。
準
凪
都
に

あ
る
原
爆
犠
牲
者
追
悼
碑
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
、
実
話
を
元

に
し
た
物
語
で
す
。


